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植えた花が満開になる頃、笑顔も満開になる居場所

 花ボラのぼりべつでは、登別駅前

や登別東町の国道36号線沿いなどの

美化活動を通して、地域住⺠を巻き

込みながら住⺠同⼠の繋がりの輪を

広げる活動をしています。

 2006年、登別まちづくり促進期成

会キラキラ部会が国道36号線沿いの

緑化帯（銀のしずくロード）の花植

えや草取りなどの景観維持管理活動

のためボランティア募集したことが

キッカケで発⾜しました。

 現在は、花の⾥親活動として、会

員それぞれが種から花苗を育て、春

から夏にかけ登別駅前や駅近くの交

差点のプランターに植えて、住⺠や

観光客に喜ばれています。

 活動の休憩時間には、参加者同⼠

でお茶を飲みながら談笑しており、

休憩時間を楽しみに参加する⽅も多

いようです。
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花ボラのぼりべつ 志賀さんのコメント

 活動を続けて16年⽬になります。「花を育てる⼼・お

もてなしの⼼・花いっぱいのマチにしよう」という想い

からお花好きの⼈が中⼼に集まり、花の植え込み・草取

り・切り込みなどお花の⼿⼊れを年10回ほど⾏っていま

す。休憩時間のモグモグタイム（お茶とお菓⼦と雑談）

が⼀番たのしみかな。花のある暮らしいいですよ。
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学生の学びを応援しませんか
 まなび研究所めがね（以下：めが

ね）では、テスト期間や⻑期休暇に勉

強会を開催して、学⽣の学びが豊かな

ものになるよう活動しています。

 勉強がイヤ、⾟いという学⽣が楽し

く取り組めるよう、ちょっとした⼯夫

や前向きに勉強と向き合えるような企

ボランティア活動保険はご存知ですか
 ボランティア活動中の事故やケガ、

賠償責任を補償する保険です。保険加

⼊の際は、団体または個⼈でボランテ

ィアセンター登録が必要です。（その

他にボランティア⾏事を補償する保険

もあります）

【問合せ先】

 まなび研究所めがね ☎090-8271-8038 代表：岡⽥ さおり

画を通して、学ぶことの楽しさを感じてもらう勉強会を開催しています。

 現在めがねでは、学⽣に勉強を教えていただける⽅や学⽣に寄り添って

いただける⽅を募集しています。元教員の⽅や⼤学・専⾨学⽣の⽅、学習

ボランティアに興味のある⽅などお待ちしています。

 保険加⼊や保険制度の詳細については、ボランティアセンターまでご相

談ください！（営業⽇：⼟⽇祝を除く平⽇9：00∼17：30）

補償期間や保険プランは・・・？

 補償期間は、保険申込みした2⽇後から3⽉31⽇まで補償されます！

 （例：8⽉1⽇に申込みした場合、8⽉3⽇から補償されます）

 ※新型コロナウイルスなどの特定感染症は、保険申込み12⽇後に補償

基本プラン

350円
特定感染症重点プラン

550円

天災・地震補償プラン

500円
ケガや賠償責任、新型コ

ロナウイルスなどの感染

症も補償

基本プランに加えて地震

などの天災によるケガも

補償

基本プランに加えて特定感

染症の補償開始が保険申込

み2⽇後からに短縮


